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情報収集の継続

関係機関等への連絡

児童の安全確保

応急手当をする
・負傷の程度を見極めながら応急

手当を行う。

避難誘導
・揺れが収まり次第、防災マニュアルの避難経

路に準じて、運動場に誘導する。

地 震 発 生

二次避難場所（保木集会所上・校舎本館屋上）

・人数確認、安全確認

・負傷者確と応急処置

・不明者がいた場合は捜索

・児童の不安緩和

・保護者への連絡（マチコミ）

・児童生徒の引渡し（体育館の場合は右図）

負傷した児童はいる

地震・津波への対応

令和６年度

○児童の安全を第一に早期に対応する。

○児童を迅速に安全な場所へ避難させる。

対応方針

□ 学校防災体制の整備 □ 児童、保護者、教職員への緊急連絡体制整備
□ 避難場所及び避難経路の確保・確認 □ 防災教育・避難（防災）訓練の実施
□ 学校の臨時休校、授業開始時期の遅延、早期下校等の検討
□ 学校行事、校外活動の中止・計画の変更の検討 □ 保護者への引渡しの確認

【事前の危機管理】

【発生時の危機管理】

緊急地震速報

いない

いる

危機等

対策本部

□ 危機対応の検証 □再発防止策の検討 □ 報告書の作成 □ 教職員間での情報共有
□ 継続的な心のケア □ 危機管理マニュアルへの反映 □ ヒヤリハット事例への反映
□ 破損した施設・設備の修繕計画作成 □ 防災教育（振り返り）の実施

【事後の危機管理】

緊急対応本部

情報収集

危機等発生！

津波浸水の危険、近隣火災の延焼、液状化（一次避難場所が危険となる可能性）

一次避難場所 人数確認 安全確認 不明者がいた場合は

危機等発生！

非常用持ち出し袋携行

ヘルメット着用

避難誘導
・地域住民や保護者がいる場合はともに避難

一次避難場

所

負傷の有無の確認後の対応
・負傷した児童徒の経過確認

・保護者への連絡、児童生徒の引渡し

・施設・設備等の被害確認

・休校、授業の早期終了、開始遅延を判断

・情報収集、記録作成

火災発生

１１９番通報

引き渡しについて
⑴ 学年ごとに整列し、学級担任が人数を確認する。
⑵ 兄弟姉妹がいる児童は一番上の学年児童の横に
移動する。
⑶ 引き渡し票を確認して児童を引き渡す。
※誰に引き渡したかドカードに記入する。

津波到達40分以上→保木集会所上

津波到達40分以内→校舎屋上


